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１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

事業の現況

策 定 日 ：

年度

　水道料金は水道事業と同一の料金となっており、表に示すとおりである。
料金体系は口径別料金であり、基本料金と従量料金に分かれた二部料金制及び使

用水量に応じて１m³あたりの単価が上昇する逓増制料金である。

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

　薩摩川内市

　簡易水道事業

計 画 期 間 ：

30

～

管 路 延 長

0.52

供用開始年月日 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日

水 源

薩摩川内市簡易水道事業経営戦略（改定素案）

料金改定年月日
（消費税のみの改定は含まない）

  これまで建設改良事業や施設の統廃合、ダウンサイジングなど令和４年度に策定した経営戦略に基

づき簡易水道事業経営を進めてきたことにより、令和３０年度において更新基準年超過の割合を約４

０％程度とする経営戦略目標の達成にめどが立ったところであるが、今後、簡易水道事業を運営する

にあたり給水人口の減少等による水需要の減少、人件費、資材費の上昇などの社会情勢の変化の影響

が大きいと考えられることから、令和４年度に策定した経営戦略を見直すこととした。

計 画 給 水 人 口 4,940

現 在 給 水 人 口 3,504
法適(全部・財務)
・ 非 適 の 区 分

法適（財務）

㎥／日

平 成 29 年 4 月 1 日

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

2,191

147
千ｍ

施 設 数
浄水場設置数

配水池設置数

16

施 設 利 用 率 66.2

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他

（消費税抜）

種別 メーター口径 基本料金（円） 使用水量区分 従量料金（円）

13ｍｍ 677 １０㎥までの分

20ｍｍ 1,353 １㎥につき

25ｍｍ 2,031 １０㎥を超え２０㎥までの分

30ｍｍ 2,933 １㎥につき

40ｍｍ 5,187 ２０㎥を超え３０㎥までの分

50ｍｍ 8,908 １㎥につき

75ｍｍ 20,072 ３０㎥を超える分

100ｍｍ 35,408 １㎥につき

臨時用 １㎥につき 429

私設消火栓 1,343

一般用と同じ

演習用１個１回（５分）について（５分未満切り捨て）

一般用

73

124

169

204
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④ 組　織

（２）

　簡易水道事業は水道局及び甑島振興局で管理・運営している。
　水道局では、料金徴収及び経理に関する業務を行う経営管理課と施設の維持・整備に関する業務を行う上
水道課の２課３グループ体制により、簡易水道事業の一部の業務を管理・運営している。
　甑島振興局では、簡易水道事業の計量・料金徴収、経理及び施設の維持・整備に関する業務を地域振興課
及び下甑支所地域振興課の２課２グループ体制で行っている。
　令和７年４月１日現在の職員数は、水道局では水道事業との兼務を含め局長１名と経営管理課６名、上水
道課６名の計13名、甑島振興局では局長１名と地域振興課７名、下甑支所地域振興課５名の計13名で、合計
26名である。

これまでの主な経営健全化の取組
　経営戦略に掲げる「基本方針」と「経営戦略目標」の達成に向け、各施策を実施してきた。
　　ア　計画的施設整備と災害に強い施設整備
　　　(ｱ) 管路では、下甑町長浜地区の特定環境保全公共下水道施設の整備に合わせ国庫補助事業を活
　　　　用し配水管布設替事業を実施するとともに、老朽度合いを考慮し計画的に布設替え等の更新を
　　　　行い事業費の平準化を図った。
　　　(ｲ) 水道施設では、配水施設の機能強化や各種計器類を更新するなど効率的で安定した水道施設
　　　　の管理体制を強化した。
　　　(ｳ) 給水水系の隣接する浄水場及び配水池の統合に向け、給水源となる水道施設の機能強化や連
　　　　絡管の整備を進めた。
　　　(ｴ) 管路の布設替え工事等の資材に耐震性を有するＨＰＰＥ管（水道配水用ポリエチレン管）等
　　　　を使用し耐震性の向上を図った。
　　イ　持続可能な健全経営
　　　(ｱ) 適切な供給水量に近づくよう老朽管を更新し、有収率の向上に取り組んだ。
　　　(ｲ) 水道料金の未入金の減少を図るため、口座振替、コンビニでの収納やスマートフォンでの決
　　　　済など入金手続きの軽減となる方策を導入している。
　　　(ｳ) 建設改良事業の財源として、国庫補助事業（基幹改良事業補助金）と県単独補助金（特定離
　　　　島ふるさとおこし推進事業）を活用した。
          国庫補助金は特定環境保全公共下水道施設整備に合わせ施工した下甑町長浜地区の配水管布
　　　　設替事業に活用し、県単独補助金は上甑地区の老朽管布設替工事に活用した。
　　　(ｴ) 将来的に企業債償還金が経営の負担とならないよう各年度において借入額を検討しながら企
　　　　業債の借入額を極力抑制した。
　　　　　辺地対策事業債など財源確保として有効な企業債を優先して活用した。
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(３)経営比較分析表等を活用した現状分析

１．経営の健全性・効率性
　①　経常収支比率
　　　水道料金収入などの収益で維持管理費などの
　　費用をどの程度賄っているかを示す経常収支比
　　率は全国平均及び類似団体平均を上回る110％
　　台で推移しているが、水道料金収入が少ないた
　　め一般会計からの財政支援（補助金）を受け経
　　常収益を確保している状況である。

　②　料金回収率
    ・　100％を下回っている場合に給水にかかる
　　　費用が水道料金収入以外の他の収入で賄われ
      ている状況を示す料金回収率は、全国平均及
      び類似団体平均を下回る40％台で推移してい
      る。
　
　　・  運営経費を賄える水準の料金収入を確保で
      きていない状況であることから、一般会計か
      らの財政支援（補助金）を受け経常収益を確
      保している。
  　　　なお、水道事業の水道料金と同一の料金体
　　　系としている。

　③　給水原価
　　　水道水を１㎥給水するためにかかる費用であ
    る給水原価は全国平均及び類似団体平均を上回
    る400円台で推移しているが、令和４年度は
    419.8円、令和５年度456.91円となっている。

【103.05】
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経常収支比率（％） 【103.05】

グラフ凡例
■ 薩摩川内市
－ 類似団体平均値

【】 令和５年度全国平均
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料金回収率（％）
【57.74】
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給水原価（円）
【285.48】

R2 R3 R4 R5
薩摩川内市 113.69 114.60 111.81 110.38
類似団体平均値 103.82 105.75 105.52 103.10

R2 R3 R4 R5
薩摩川内市 393.83 377.95 419.80 456.91
類似団体平均値 270.68 268.88 258.90 263.56

グラフ凡例

■ 薩摩川内市

－ 類似団体平均値
※給水人口2,001人以上5,000人以下

【】 令和５年度全国平均

R2 R3 R4 R5
薩摩川内市 41.78 49.23 34.13 41.40
類似団体平均値 64.52 66.80 64.39 63.95

-3-



　④　有収率
　　　浄水場から送水した水道水のうち使用者のも
　　とに給水した水量の割合である有収率は、計画
　　的に配水管の老朽管更新を進めることにより全
　　国平均及び類似団体平均を上回る水準の80％台
　　で推移している。

２．老朽化の状況
　①  有形固定資産減価償却率
　　　比率が高いほど法定耐用年数に近い資産が多
　　いことを示し施設等の老朽化が進んでいると判
　　断できる有形固定資産減価償却率は全国平均及
　　び類似団体平均を下回る水準で推移している
　　が、一部適用の公営企業に制度移行した令和２
　　年度からの減価償却累計額となっているためで
　　ある。

　②　管路経年化率
  　　水道管路の総延長のうち法定耐用年数の40年
　　を超えた水道管路が占める割合であり、比率が
　　高いほど法定耐用年数に近い管路が多いことを
　　示す管路経年化率は全国平均及び類似団体平均
　　を上回る水準に増加している。
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有収率（%）
【71.52】

グラフ凡例
■ 薩摩川内市
－ 類似団体平均値

【】 令和５年度全国平均

0.00
5.00

10.00
15.00
20.00
25.00
30.00
35.00
40.00
45.00
50.00

R2 R3 R4 R5

有形固定資産減価償却率（%）
【38.43】
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管路経年化率（%） 【19.16】

R2 R3 R4 R5
薩摩川内市 5.05 9.53 13.54 16.87
類似団体平均値 39.41 41.18 42.98 40.46

R2 R3 R4 R5
薩摩川内市 18.33 21.16 22.65 29.01
類似団体平均値 20.97 21.65 23.24 22.77

R2 R3 R4 R5
薩摩川内市 81.02 82.47 85.28 84.12
類似団体平均値 76.48 75.64 75.70 72.53

グラフ凡例

■ 薩摩川内市

－ 類似団体平均値
※給水人口2,001人以上5,000人以下

【】 令和５年度全国平均
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２．将来の事業環境

（１）給水人口の予測

　将来の行政区域内人口の推計にあたり、「コー
ホート要因法」と「時系列傾向分析」を用いて推計
する。ただし、第３次薩摩川内市総合計画等の上位
計画との整合性を考慮している。
　給水区域内人口は、過去の実績値を基に「時系列
傾向分析」にて給水区域外人口を推計し、行政区域
内人口から差し引いて算出する。
　給水人口は給水区域内に給水普及率を乗じて算出
する。
　給水人口は令和８年度に3,253人、令和12年度で
2,792人、令和17年度には2,279人と減少する見込み
である。

4,184 

3,504 3,253 
2,792 

2,279 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

R1(実績） R6(実績) R8(推計) R12(推計 R17(推計)

給水人口の推計結果（人）
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（２）水需要の予測

　将来の給水量は過去の実績値から用途別に使用水
量を推計し、これに設定する有効率、有収率及び負
荷率で除して算定する。
　時系列傾向分析を用いて生活用一日平均使用水量
（生活用原単位）を推計し、計画給水人口を乗じる
ことによって、生活用一日平均使用水量を算定す
る。同様にその他一日平均使用水量を時系列傾向分
析で推計し、これらを合計して一日平均有収水量を
算定する。
　また、一日平均有収水量を有収率で除して一日平
均給水量を、一日平均給水量を負荷率で除して一日
最大給水量を算定する。
　給水人口と同様に、一日平均給水量も令和８年度
に1,360m³/日、令和12年度で1,155m³/日、令和17年
度には930m³/日と減少する見込みである。
　有収水量も令和８年度に1,155m³/日、令和12年度
で1,007m³/日、令和17年度には837m³/日と減少する
見込みである。
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1,200

1,500

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

水需要予測（㎥／日）

一日平均給水量 有収水量

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17
1,360 1,308 1,255 1,205 1,155 1,109 1,063 1,017 974 930
1,155 1,118 1,080 1,044 1,007 972 939 904 871 837

（単位：m³/日）
年度

１日平均給水量
有収水量
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（３）料金収入の見通し

（４）

３．経営の基本方針

　職員数は令和６年度末現在で２６名（水道事業との兼務を含む）である。
　今後においても、一層、更新事業の推進と災害への備えを強化していく必要があるため、高い専門性と
豊富な経験を備えた職員の育成及び事業量に応じた技術職員の配置など、組織体制の検討と適正な職員数
の確保が必要である。

組織の見通し

【経営の基本方針】
　令和７年３月策定の「第３次薩摩川内市総合計画（前期基本計画）において、水道については「安全で
安心な水道水の供給」、「健全な経営の確保」を施策方針として掲げている。
　また、令和５年３月に策定した第２次薩摩川内水道ビジョンにおいて、「安全で安心な水の供給」、
「災害に強い水道」、「安定した事業運営」を基本方針として水道事業の経営を展開することとしてい
る。
　総合計画及び水道ビジョンを実現するため、また、将来にわたって安定的に事業を継続していくため
に、本経営戦略において引き続き以下の施策に取り組む。
　⑴　計画的施設整備と災害に強い施設整備
　　ア 施設・設備は規模・能力、経年劣化の状況と事故が発生した場合の影響などを分析し、事業費の
　　　平準化を図りながら計画的な更新や施設の統廃合に取り組み、安定給水の持続と更新費用の低減を
　　　図る。併せて、省エネルギー型機器などの導入を検討し、環境負荷の低減に努める。
　　イ 管路は法定耐用年数を経過したことによる漏水などの防止や将来の使用水量を鑑み、更新時に適
　　　切な口径にしていく（ダウンサイジング）など、更新に取り組む。また、事業費の平準化を図りな
　　　がら計画的な更新を行い、老朽化の抑制を図る。
　　ウ 災害時に被害を最小限に抑え、安定給水を行うために、既存施設及び管路の更新は老朽化に加え
　　　耐震性について考慮して行うこととし、併せて、新たな施設や管路についても整備する。
　⑵　持続可能な健全経営
　　ア 施設の適正な維持管理に努めるとともに、漏水の早期発見に努め、有収率の向上を図る。
　　イ 施設整備及び管路の更新や整備を着実に実施するための財源確保として、収納率向上や国庫補助
　　　金の有効活用等による財源の確保を図り、必要に応じて料金改定を検討しつつ、事業運営に取り組
　　　む。
　　ウ 適確な事業運営を行っていく上で、コスト意識の向上及び事業の効率性を高める必要があり、
　　　研修等を実施し、公営企業会計に精通した職員の育成を図る。
　　エ 安定的かつ効率的な施設の運用を継続するため、熟練職員からの若手職員への技術の継承や職員
　　　の技術力向上のための内部研修及び外部研修等に取り組む。

【経営戦略目標】
　　令和３５年度に老朽化資産の割合を４０％以内とする。

　給水量の推計により算定された一日平均有収水量
の予測値に供給単価(R6実績)を乗じることで将来の
水道料金収入を算出する。
　水道料金収入は令和８年度に約8,000万円、令和12
年度で約7,000万円、令和17年度には約5,800万円と
減少する見込みである。そのため、事業の維持・運
営に必要な財源を確保するとともに、今後実施する
建設改良事業の財源確保にも取り組む必要がある。
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水道料金の推移（百万円）
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４．投資・財政計画（収支計画）

　投資事業規模について、老朽化資産を蓄積させないよう施設・管路の老朽度の推移の検証を行い、事業
費の平準化や水道事業サービス水準の確保、施工体制の確保等の観点から１．７億円から約２億円の事業
規模を設定した。
　　○令和８年度から令和１７年度までの主な改良事業（全体規模１８億円）
　　　　・施設整備・更新事業
　　　　　　浄水場・配水池の設備更新　　　　　　　　　９．０億円
　　　　　　遠方監視設備等施設設備の更新　　　　　　　３．５億円
　　　　　　老朽管の更新　　　　　　　　　　　　　　　３．３億円
　　　　　　管路の移設・布設替　　　　　　　　　　　　０．５億円
　　　　・耐震化事業
　　　　　　配水池等の耐震診断　　　　　　　　　　　　０．４億円
　　　　　　基幹管路の耐震化　　　　　　　　　　　　　０．８億円

目 標
　耐震性の向上を考慮しながら、令和３５年度に老朽化資産の割合が４０％以内と
なるよう、施設及び管路の更新・整備を進める。

①　収支計画のうち投資についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

（１）投資・財政計画（収支計画）　：　１３ページ～１５ページ

改良事業を実施しない場合の健全度推移

投資計画に基づき改良事業を実施した場合の健全度推移
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）

設備の健全度見通し

健全資産 経年化資産 老朽化資産
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管路の健全度見通し

健全管路 経年化管路 老朽化管路
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（
％

）

健全管路 経年化管路 老朽化管路

健全資産 ：法定耐用年数を迎えていない資産

経年化資産：法定耐用年数を超えているが、法定耐用年数の１．５倍以下である資産

老朽化資産：法定耐用年数の１．５倍を超えている資産
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

・　今後予定している施設の統廃合やダウンサイジ
　ング等による施設の管理経費の抑制を図った。
・　施設や管路の更新について可能な限り国県補助
　金を有効活用する。
・　企業債償還金が将来的に経営負担とならない範
　囲での借入額とした。また、今後も辺地対策事業
　債など財源確保として有効な企業債を優先して活
　用していく。
・　人口減少等に伴う水道料金の減収に加え物価上
　昇に伴う運営経費の増加により、社会情勢や経済
　状況により早まる可能性があるが、損益が赤字と
　なると見込まれる令和15年度に水道事業と同様に
　20％値上げを想定して収益的収支（収益的収入－
　収益的支出）を試算している。
・　想定している料金値上げを実施しなかった場合
　の収益的収支は、令和15年度△2,008千円、令和
　16年度△3,545千円、令和17年度△5,251千円と
　なる見込みである。

　・施設の管理経費の抑制
　・国県補助金を活用した施設・管路の更新
　・将来の負担増を回避するための適切な企業債借入額の抑制と財源確保として
    有効な企業債の活用
　・人口減少に伴う水道料金の減収等による今後の収入不足に対する水道事業に
    合わせた料金値上げの検討

②　収支計画のうち財源についての説明

目 標

　施設や管路の更新に伴う費用増加や物価上昇の影響を下記の方法により各種経費を算定している。

・営業費用―減価償却費
　  有形固定資産減価償却費は、過年度資産分と将来取得資産分を合算して見込む。

・営業外費用―支払利息
　　企業債利息は過年度発行分と将来分を合算して算定する。
　　簡易水道事業債：償還期間は30年、据置期間は５年、年金利は3.3％で設定
　　辺地対策事業債：償還期間は10年、据置期間はなし、年金利は1.5％で設定

・営業費用―動力費、薬品費
　　令和２年度から令和６年度の実績から年間配水量に対する単価を算定し、平均単価を将来の年間配水
  量に乗じることで将来値を見込んでいる。

・営業費用―その他
　  その他費用は令和２年度から令和６年度の実績や消費者物価指数（内閣府：中長期の経済財政に関す
  る試算 令和７年８月）を考慮し物価変動を毎年１％の上昇率で算定している。
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350

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

収益的収支の将来見通し（百万円）

収益的収入 収益的支出 給水収益
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

　設備は定期的にメンテナンスを実施し、長寿命化を図っていく。限られ
た財政資源の中で、今後、施設の現状、耐用年数、重要度等を勘案し、適
切に更新を実施していく。将来、人口減少や物価上昇により収益が減少し
ていくことが予想されるため、財政状況とのバランスを考えながら更新を
検討していく。

  令和５年３月に鹿児島県水道広域化推進プランが策定された。北薩地域
では職員技術力強化への取り組み、災害・緊急時への備え、共同発注・調
達、発展的な広域化、ハード連携などに取り組む方針が示された。今後、
これらの取り組みを通じて、より発展的な広域化の検討・協議を進めてい
く。
  短期（10年以内）の取り組みは、研修等の共同実施・相互参加、職員の
技術交流の実施、災害応援協定の締結、応援資機材リストの共有を図る。
  中期（10年から20年以内）の取り組みは、部材（メーター）の共同調
達、部材（次亜塩素酸ナトリウム）の共同調達、水質検査の共同委託を図
る。
  長期（30年程度）の取り組みは、システムの共同化、水質検査、営業業
務の共同委託等を図る。
　ハード連携（浄水場等の統廃合）については、隣接する市町村との地理
的条件を踏まえ、今後も継続的に検討・協議を進めていく。

広 域 化

民間の資金・ノウハウ等
の活用
（PPP/PFI等の導入等）

アセットマネジメントの
充実

施設･設備の廃止･統合
（ダウンサイジング）

　水需要の状況を検証しながら配水系の統廃合を図り、施設・整備の適切
な規模・施設配置を検討する。

施設・設備の合理化
（スペックダウン）

　水需要の状況を検証しながら施設整備の合理化を図り、スペックダウン
するなど適切な施設・設備を検討する。

そ の 他 の 取 組

　施設の経過年数や修繕履歴及び漏水情報を地図情報システムに蓄積しな
がら、管路の老朽化を把握し、補助事業を活用しながら計画的に更新を行
う。
給水の開始・休止の受付やその他の申請等の受付について、電子申請シス
テムの活用を図る。

  現状の委託状況や執行体制から課題を整理し、官民連携の可能性を検討
していく。

（施設・設備の長寿命化
  等による投資の平準化）
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②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

　今後は令和５年度に策定した「第２次薩摩川内市水道ビジョン」との整
合性を図りつつ、「投資試算」と「財源試算」の進捗を管理し、５年後を
目途に実績との乖離補正を目的に経営戦略を見直すこととする。

料 金

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資産の有効活用等（*2）
による収入増加の取組

　将来的に企業債償還金が経営の負担とならないよう各年度において借入
額の検討をしながら、不足する必要最低限の額を企業債で補っている。今
後も将来の負担増とならないよう、企業債の借入は極力抑制していく。
　また、辺地対策事業債など財源確保として有効な企業債を優先して活用
していく。

　事業運営を持続するためには、引き続き一般会計からの財源支援（補助
金・出資金）を受ける必要がある。
　経費の削減などにより一般会計からの支援額の抑制を図る。

そ の 他 の 取 組 　該当なし

企 業 債

　ダウンサイジングや施設の統廃合により、経費の抑制を図る。　
　自己資金については、定期借入や債権運用等を活用し、収入金の確保に
取り組む。

　簡易水道事業では、発生する財源不足に対し一般会計からの財政支援を
受け運営を維持している。人口減少等に伴う水道料金の減収に加え、物価
上昇に伴う運営経費の増加により、今後、経営を維持するための純利益の
確保が厳しい見通しであることから、社会情勢や経済状況により早まる可
能性はあるが、令和15年度の料金改定を検討する必要があり、料金体系に
ついては、本市内で統一した料金として水道事業と同一の料金体系として
いることから、水道事業の検討に合わせ整理する。

繰 入 金

-11-



全
体

総
括

8
.
5
9

 
①

経
常

収
支

比
率

は
、

前
年
度

よ
り
1
.
4
3ポ

イ
ン
ト

減
と

な
っ

た
。

こ
れ
は

、
資

産
減

耗
費

や
施

設
維

持
管

理
等

の
経

費
が

増
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

。
ま

た
、

令
和

５
年

度
も

経
常

利
益

を
確

保
で

き
て

い
る
が

、
給

水
収
益

だ
け

で
は

費
用

を
賄

え
ず

、
一

般
会

計
か

ら
の

補
助
金

に
依

存
し

て
い
る

現
状

が
あ
る

。
 
②

累
積

欠
損
金

は
な
い

。
 
③

流
動

比
率

は
、

類
似

団
体

平
均

を
下

回
っ

て
い

る
も

の
の

、
年

々
増
加

し
て

お
り

、
経

営
改
善

さ
れ

て
い
る

。
 
④

企
業

債
残

高
対

給
水

収
益

比
率

は
、

前
年
度

よ
り
2
3
4
.
6
7ポ

イ
ン
ト

減
と

な
っ
た

。
こ

れ
は

、
前

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
よ
る

基
本

料
金

減
免

を
実

施
し

た
が

、
本

年
度

は
減

免
を

実
施

し
な

か
っ

た
た
め

、
給

水
収
益

が
回

復
し

た
こ
と

が
主

な
要

因
で

あ
る

。
 
⑤

料
金

回
収
率

は
、

類
似

団
体

平
均

よ
り

下
回

っ
て

お
り

、
給

水
収
益

で
は

給
水

に
係

る
費

用
を

賄
え

て
お

ら
ず

一
般

会
計

補
助

金
に

依
存

し
て

い
る

状
況

で
あ
る

。
な

お
、

前
年
度

よ
り
7
.
2
7ポ

イ
ン
ト

増
と

な
っ

た
の
は

、
前

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対
策

で
水

道
料
金

の
基

本
料

金
減
免

を
実

施
し

た
が

、
本

年
度

は
同

対
策

に
よ
る

減
免

を
実

施
し

な
か

っ
た

こ
と

に
よ
り

、
給

水
収
益

が
回

復
し

た
た

め
で

あ
る

。
 
⑥

給
水

原
価

は
、

類
似

団
体

平
均

よ
り

か
な
り

高
く

、
島

し
ょ

部
で

あ
る

立
地

条
件

か
ら

水
道

施
設

が
点

在
し

維
持

管
理

コ
ス
ト

が
高

い
こ

と
が

要
因

で
あ
る

。
 
⑦

施
設

利
用
率

は
、

類
似

団
体

平
均

よ
り

上
回

っ
て

お
り

、
余

裕
を

有
し

つ
つ

効
率
的

に
施

設
を

利
用

し
て

い
る

。
 
⑧

有
収
率

は
、

類
似

団
体

平
均

よ
り

上
回

っ
て

い
る
が

、
今

後
も

適
切

な
維

持
管
理

に
よ
る

漏
水

の
縮

減
等

に
よ
り

、
有

収
率
向

上
に

取
り

組
ん

で
い
く

必
要

が
あ
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

 
①

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

、
前

年
度

よ
り

3
.
3
3
ポ

イ
ン

ト
増

と
な

っ
た

が
、

類
似

団
体

平
均

よ
り

大
き

く
下

回
っ

て
い

る
。

こ
れ

は
、

公
営

企
業

会
計

に
移

行
し

た
際

、
固

定
資

産
評

価
額

を
経

過
年

数
分

減
じ

て
評

価
し

直
し

た
う

え
で

減
価

償
却

を
し

た
こ

と
が

要
因

で
あ

る
。

 
②

管
路

経
年

化
率

は
、

前
年

度
よ

り
6
.
3
6
ポ

イ
ン

ト
増

と
な

っ
た

。
上

昇
幅

が
大

き
い

理
由

は
、

4
0
年

経
過

し
た

導
水

管
の

管
路

延
長

が
増

加
し

た
た

め
で

あ
る

。
今

後
も

、
法

定
耐

用
年

数
を

超
え

た
老

朽
管

の
割

合
が

増
加

し
て

い
く

見
込

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
老

朽
管

更
新

事
業

に
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
③

管
路

更
新

率
は

、
前

年
度

よ
り

0
.
8
ポ

イ
ン

ト
増

と
な

っ
た

。
上

昇
幅

が
大

き
い

理
由

は
、

継
続

し
て

実
施

し
て

い
た

更
新

事
業

が
完

成
し

た
た

め
で

あ
る

。
今

後
も

更
新

需
要

の
増

大
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

簡
易

水
道

等
施

設
整

備
費

国
庫

補
助

金
等

を
活

用
し

、
管

路
更

新
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

給
水

区
域

面
積

(
k
m
2
)

給
水

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

－
類

似
団

体
平

均
値

（
平

均
値

）

 
本

市
簡

易
水

道
事

業
は

、
平

成
2
8
年

度
か

ら
給

水
区

域
が

、
島

し
ょ

部
の

甑
島

地
域

と
な

り
給

水
人

口
が

少
な

く
、

給
水

収
益

だ
け

で
は

費
用

を
賄

え
ず

、
一

般
会

計
か

ら
の

財
政

支
援

に
大

き
く

依
存

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

 
公

営
企

業
会

計
に

移
行

し
、

経
営

状
況

に
つ

い
て

よ
り

明
確

に
把

握
出

来
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
水

道
料

金
の

収
納

率
向

上
及

び
経

費
削

減
に

取
り

組
み

、
一

般
会

計
か

ら
の

財
政

支
援

の
抑

制
に

努
め

る
と

と
も

に
、

令
和

４
年

７
月

に
策

定
し

た
経

営
戦

略
に

基
づ

き
、

施
設

・
設

備
及

び
管

路
の

計
画

的
な

更
新

及
び

整
備

を
行

い
、

安
全

で
安

心
な

水
を

安
定

的
に

供
給

す
る

た
め

、
計

画
的

な
事

業
運

営
と

安
定

経
営

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

4
2
1
.
4
2

【
】

令
和

5
年

度
全

国
平

均

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

-
7
4
.
2
5

3
.
9
8

2
,
9
1
0

3
,
6
2
0

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ
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在
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口
(
人

)

9
1
,
5
4
2
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2
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2

1
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4
.
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4

■
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団

体
値

（
当

該
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）
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用
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業

簡
易
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道
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業
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3

非
設

置
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営

比
較

分
析

表
（

令
和

5
年

度
決

算
）

鹿
児

島
県

　
薩

摩
川

内
市

業
務

名
業
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名

事
業

名
類
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体
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分
管
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情

報
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口
（

人
）

面
積
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口
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②
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積
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損
金
比

率
(
％
)

③
流

動
比

率
(
％

)
④

企
業

債
残

高
対

給
水
収

益
比

率
(
％

)

⑤
料

金
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収
率
(
％
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⑥

給
水

原
価
(
円

)
⑦

施
設

利
用

率
(
％

)
⑧

有
収

率
(％

)

①
有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
(
％

)
②

管
路

経
年

化
率

(
％
)

③
管

路
更

新
率

(
％

)

【
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3.
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】

【
3
0.
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】

【
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9.
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】

【
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】

【
7
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】

【
5
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】

【
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】

【
5
7.
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】

【
3
8.
43
】

【
1
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1
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【
0.
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】
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様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
収

益
的

収
支

）
投

資
・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度
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々

年
度

前
年

度
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分
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決
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）
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8
8
,1

1
8

8
8
,1

8
0

8
8
,1

6
7

8
8
,3

1
7

9
0
,6

8
2

9
0
,2

6
1

8
9
,8

8
5

(K
)

1
2
4
,6

6
3

1
2
1
,3

3
4

1
3
5
,0

6
2

1
3
9
,3

4
2

1
3
5
,6

8
5

1
3
7
,1

7
9

1
3
6
,4

9
8

1
3
4
,6

9
4

1
3
4
,3

7
3

1
3
2
,5

7
1

1
2
7
,0

7
0

1
2
7
,7

8
2

6
0
,3

5
1

5
7
,2

1
3

6
7
,4

5
6

7
0
,2

9
1

6
7
,0

7
5

6
7
,8

0
2

6
6
,8

6
2

6
5
,0

6
2

6
4
,4

1
6

6
2
,6

3
5

5
8
,0

2
8

5
8
,1

7
6

5
9
,9

3
0

6
4
,1

2
1

6
7
,6

0
6

6
9
,0

5
1

6
8
,6

1
0

6
9
,3

7
7

6
9
,6

3
6

6
9
,6

3
2

6
9
,9

5
7

6
9
,9

3
6

6
9
,0

4
2

6
9
,6

0
6

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

8
5
,2

3
8

7
3
,2

5
3

8
0
,9

2
0

7
8
,6

0
3

7
5
,7

7
8

7
3
,2

4
9

7
0
,7

2
1

6
8
,5

0
7

6
6
,0

1
0

7
6
,1

0
2

7
3
,3

2
7

7
0
,7

2
2

(N
)

(O
)

(P
)

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

R
8

営
業

収
益

R
9

R
1
4

R
1
5

R
1
6

R
1
7

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

そ
の

他

収
入

計
そ

の
他

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

資
産

減
耗

費

流
動

負
債

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)
特

別
利

益
特

別
損

失
特

別
損

益
(F

)-
(G

)

収 益 的 収 支 当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
流

動
資

産
う

ち
未

収
金

収 益 的 収 入

材
料

費

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)
地

方
財

政
法

に
よ

る
資

金
不

足
の

比
率

(（
L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額
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様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
資

本
的

収
支

）
投

資
・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

1
1
5
,0

0
0

5
3
,0

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,9

0
0

２
．

2
9
,2

8
9

4
1
,0

6
2

4
5
,9

3
1

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

３
．

４
．

５
．

６
．

1
4
5
,3

2
0

9
9
,4

0
0

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

8
3
,7

1
5

７
．

８
．

3
,5

1
9

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

９
．

(A
)

2
9
3
,1

2
8

1
9
4
,9

6
2

1
9
5
,0

4
6

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

(B
)

(C
)

2
9
3
,1

2
8

1
9
4
,9

6
2

1
9
5
,0

4
6

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

1
7
9
,1

1
5

１
．

3
0
5
,1

5
0

1
7
1
,9

7
7

1
7
2
,3

0
5

1
7
2
,3

0
5

1
7
2
,3

0
5

1
7
2
,3

0
5

1
7
2
,3

0
5

1
7
2
,3

0
5

1
7
2
,3

0
5

1
7
2
,3

0
5

2
0
4
,3

0
5

2
0
4
,3

0
5

２
．

6
5
,4

8
5

6
0
,4

5
1

5
7
,2

1
3

6
7
,4

5
6

7
0
,2

9
1

6
7
,0

7
5

6
7
,8

0
2

6
6
,8

6
2

6
5
,0

6
2

6
4
,4

1
6

6
2
,6

3
5

5
8
,0

2
8

３
．

４
．

５
．

(D
)

3
7
0
,6

3
5

2
3
2
,4

2
8

2
2
9
,5

1
8

2
3
9
,7

6
1

2
4
2
,5

9
6

2
3
9
,3

8
0

2
4
0
,1

0
7

2
3
9
,1

6
7

2
3
7
,3

6
7

2
3
6
,7

2
1

2
6
6
,9

4
0

2
6
2
,3

3
3

(E
)

7
7
,5

0
7

3
7
,4

6
6

3
4
,4

7
2

6
0
,6

4
6

6
3
,4

8
1

6
0
,2

6
5

6
0
,9

9
2

6
0
,0

5
2

5
8
,2

5
2

5
7
,6

0
6

8
7
,8

2
5

8
3
,2

1
8

１
．

6
3
,2

9
8

6
,7

0
3

1
8
,8

0
7

4
4
,9

8
1

4
7
,8

1
6

4
4
,6

0
0

4
5
,3

2
7

4
4
,3

8
7

4
2
,5

8
7

4
1
,9

4
1

6
9
,2

5
1

6
4
,6

4
4

２
．

３
．

４
．

1
4
,2

0
9

3
0
,7

6
3

1
5
,6

6
5

1
5
,6

6
5

1
5
,6

6
5

1
5
,6

6
5

1
5
,6

6
5

1
5
,6

6
5

1
5
,6

6
5

1
5
,6

6
5

1
8
,5

7
4

1
8
,5

7
4

(F
)

7
7
,5

0
7

3
7
,4

6
6

3
4
,4

7
2

6
0
,6

4
6

6
3
,4

8
1

6
0
,2

6
5

6
0
,9

9
2

6
0
,0

5
2

5
8
,2

5
2

5
7
,6

0
6

8
7
,8

2
5

8
3
,2

1
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(G
)

(H
)

7
7
4
,0

7
4

7
6
6
,6

2
3

7
7
3
,3

1
0

7
6
9
,7

5
4

7
6
3
,3

6
3

7
6
0
,1

8
8

7
5
6
,2

8
6

7
5
3
,3

2
4

7
5
2
,1

6
2

7
5
1
,6

4
6

7
5
2
,9

1
1

7
5
8
,7

8
3

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

1
5
6
,4

2
8

1
7
6
,2

8
3

1
6
6
,7

6
0

1
4
7
,7

9
3

1
4
9
,3

3
5

1
4
8
,6

9
0

1
5
1
,4

9
9

1
5
3
,6

5
3

1
5
6
,8

3
3

1
5
7
,5

2
4

1
5
8
,3

7
9

1
5
9
,2

7
1

2
7
,7

3
7

2
6
,3

2
0

2
3
,2

3
7

2
6
,0

2
6

2
8
,7

6
0

2
8
,1

6
7

3
0
,7

1
1

3
2
,4

0
8

3
4
,8

0
8

3
5
,4

9
6

3
7
,7

8
8

4
0
,7

2
4

1
2
8
,6

9
1

1
4
9
,9

6
3

1
4
3
,5

2
3

1
2
1
,7

6
7

1
2
0
,5

7
5

1
2
0
,5

2
3

1
2
0
,7

8
8

1
2
1
,2

4
5

1
2
2
,0

2
5

1
2
2
,0

2
8

1
2
0
,5

9
1

1
1
8
,5

4
7

2
9
,2

8
9

4
1
,0

6
2

4
5
,9

3
1

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

2
9
,2

8
9

4
1
,0

6
2

4
5
,9

3
1

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

1
8
5
,7

1
7

2
1
7
,3

4
5

2
1
2
,6

9
1

1
7
7
,7

9
3

1
7
9
,3

3
5

1
7
8
,6

9
0

1
8
1
,4

9
9

1
8
3
,6

5
3

1
8
6
,8

3
3

1
8
7
,5

2
4

1
8
8
,3

7
9

1
8
9
,2

7
1

R
1
7

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

計

そ
の

他

R
1
4

R
1
5

R
1
6

他
会

計
負

担
金

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

R
1
6

資 本 的 収 支 補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

資
本

的
収

支
分

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
9

R
8

R
1
7

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

R
1
4

R
1
5
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（
単

位
：
千

円
）

種
別

工
　

事
　

名
事

業
費

R
8
年

度
R

9
年

度
R

1
0年

度
R

1
1年

度
R

1
2年

度
R

1
3年

度
R

1
4年

度
R

1
5年

度
R

1
6年

度
R

1
7年

度
事

業
費

備
　

　
　

考

4
0
1,

2
00

1
0
0,

3
00

1
0
0,

3
00

1
0
0,

3
00

1
0
0,

3
00

4
0
1,

2
0
0

0
0

5
0
1,

5
00

1
0
0,

3
00

1
0
0,

3
00

1
0
0,

3
00

1
0
0,

3
00

1
0
0,

3
00

5
0
1,

5
0
0

8
3,

4
30

8
3,

4
30

8
3,

4
3
0

9
8
6
,1

3
0

8
3
,4

3
0

1
0
0
,3

0
0

1
0
0
,3

0
0

1
0
0
,3

0
0

1
0
0
,3

0
0

1
0
0
,3

0
0

1
0
0
,3

0
0

1
0
0
,3

0
0

1
0
0
,3

0
0

1
0
0
,3

0
0

9
8
6
,1

3
0

上
甑

簡
易

水
道

整
備

事
業

（
特

定
離

島
）

1
8
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
00

1
8
0,

0
0
0

3
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
0
0

1
2
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
00

3
0,

0
00

1
2
0,

0
0
0

3
3
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
3
0
,0

0
0

負
担

金
工

事
（
道

路
管

理
者

等
）

5
0,

0
00

5
,0

00
5
,0

00
5
,0

00
5
,0

00
5
,0

00
5
,0

00
5
,0

00
5
,0

00
5
,0

00
5
,0

00
5
0,

0
0
0

  
  

小
計

5
0
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

5
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布設年月日 令 和 ２ 年 4 月 1 日

給水人口 3,504人

計算期間 自 令和8年度 至 令和14年度

（7年間）

　最近１箇年
　間の実績
【R6実績】

投資・財政計画
計上額（Ａ）

【R8～R14の7年間】

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

84,469 72,646 72,646

0 0 0

0 17,031 17,031

222,126 1,931 1,931

306,595 91,608 0 91,608

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0

諸 手 当 0 0 0

福 利 費 0 0 0

7,303 7,745 7,745

8,346 15,602 15,602

0 0 0

44,888 51,480 51,480

60,537 74,827 0 74,827

給 料 17,761 18,657 18,657

諸 手 当 16,975 17,925 17,925

福 利 費 6,185 7,261 7,261

86 71 71

6,267 6,407 6,407

278 327 327

4,480 5,537 5,537

52,032 56,187 43,881 12,305

給 料 0 0 0

諸 手 当 0 0 0

福 利 費 0 0 0

0 0 0

255 413 413

0 0 0

6,691 9,408 9,408

6,946 9,821 0 9,821

130,201 120,621 62,184 58,437

4,200 5,000 5,000

253,916 266,456 106,065 160,391

項目
金　　　　　　　　額

原価計算表

収　　入　　の　　部

項 目

金　　　　　　　　額

料 金 (X)

給 水 装 置 工 事 費

財 政 支 援 分

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部

小 計

営
業
費
用

原
水
及
び
浄
水
費

人
　
件
　
費

給 料

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

そ の 他

小 計

配
水
及
び
給
水
費

人
　
件
　
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

そ の 他

総
係
費

人
　
件
　
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

そ の 他

小 計

減 価 償 却 費

そ の 他

小　　計
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　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

項目
金　　　　　　　　額

支　　出　　の　　部

8,599 11,051 5,513 5,538

3,789 2,681 2,681

12,388 13,732 5,513 8,219

266,304 280,188 111,578 168,609

29,441

198,050

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 36.68

＜料金水準についての説明＞

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは，当分の間，その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合に、
使用者負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、適正
かつ効率的、効果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「水道料金算定要領」
（公益社団法人日本水道協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反映すべき費用を記載す
ること。

営
業
外
費
用

支 払 利 息

そ の 他

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

料 金 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

・　将来にわたって資産を維持し、水道サービスを継続するため収入として確保する必要のある資産
　維持費を約１％と見込み、令和８年度から純利益の確保が困難と考えられる令和１４年度までの算
　定の結果、水道料金の対象経費に対する水道料金の割合は約３７％となり、水道料金収入が支出を
　下回り水道事業の運営に必要な費用を料金収入で賄えない状況となると見込まれ、一般会計からの
　財政支援により収支を確保する必要があります。
・　今後も、料金水準の現状も踏まえ、水需要や経済の動向及び収支のバランスを注視しながら、必
　要に応じて水道事業と調整しながら適正な料金を検討する必要があります。

　　※　資産維持費とは、将来の施設の更新経費が建設当時と比較して増大することが見込まれる場
　　　合に使用者負担の期間的公平性を確保しつつ、将来にわたって資産を維持し、水道サービスを
　　　継続するため計上されるものです。その費用は償却対象資産に資産維持率を乗じて算出されま
　　　す。
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